
 

令和６年度 特別養護老人ホーム事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 
介護保険関係法令の趣旨に従い、各種事業間の連携を密にすることで、個人の尊厳と自立を継続

的に支援していく。また、地域包括ケアシステムの深化に向けた在宅関係サービスの柔軟な対応

と、終の棲家と言われてきた特別養護老人ホーム事業の更なるサービス向上を図ることで、住み慣

れた地域で暮らし続けるための支援体制の構築を目指すとともに、サービスの質の向上および地域

福祉を推進する。 

 

Ⅱ 事業内容 
１ 特別養護老人ホーム高風園（以下、「高風園」） 

特別養護老人ホーム事業、短期入所生活介護事業、地域密着型通所介護事業、居宅介護支援事

業、地域包括支援事業の５事業 

 

２ 特別養護老人ホーム高風園「そめやの里」（以下、「そめやの里」） 

特別養護老人ホーム事業、地域密着型ユニット型特別養護老人ホーム事業、短期入所生活介護

事業、地域密着型通所介護事業、居宅介護支援事業の５事業 

 

３ 特別養護老人ホーム明風園（以下、「明風園」） 

特別養護老人ホーム事業、短期入所生活介護事業、地域密着型通所介護事業、居宅介護支援事

業の４事業 

 

４ 特別養護老人ホーム菱風園（以下、「菱風園」） 

特別養護老人ホーム事業、短期入所生活介護事業、地域密着型通所介護事業、訪問介護事業、

居宅介護支援事業、相談支援事業（障害者福祉サービス）、地域包括支援センター事業の７事業 

 

Ⅲ 重点的取組と数値目標 
１ 介護予防通所（および訪問）介護相当サービスに関する継続的取組 

本事業については地域包括支援センターや居宅介護支援事業者、ならびに地域住民等と連携し

てサービスの充実を図るとともに地域包括ケアシステムの深化への関わり方を模索する。 

（１）利用者が住み慣れた地域で「可能な限り自立した日常生活を営む」ことが出来る様、日

常生活上の支援及び機能訓練等を行う事により、生活機能の維持向上を目指す。 

（２）利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービス提供に努める。 

（３）地域住民による自発的な活動によるサービス、団体・事業者等と連携を図り、総合的な

サービスの提供を推進し、地域における役割を発揮する。 

 

２ 令和６年度特に強化する取組 

新型コロナウイルス感染症をはじめとする様々な感染症ならびに自然災害等への適切な対策を

行いつつ、法人の社会的責任・将来展望双方を意識した取り組みを実践する。特に「未来創造ク

ローバープラン」に記載された内容を熟慮した将来展望に繋ぐための取り組みを強化する。 

なお、報酬改定年にあたる本年は、地域包括ケアシステムの深化、自立支援・重度化予防、幅

広い人材確保と育成による働きやすさの追求を柱に、基本方針の達成に繋ぐ。 

（１）複雑化が進む加算算定構造を的確に把握するとともに、ＬＩＦＥとの連携を踏まえた各

種加算の算定にも繋げ適切な業務の評価を得ることで経営の安定化を図る。 

（２）新型コロナウイルス感染症をはじめとする様々な感染症に関連する動向や情報に注視

し、法人内外との相互応援を含めた柔軟な対応を行う。併せて各種訓練・研修を実施する

ことで感染症対策を強化し、拠点区分の持つ機能を最大限活かし利用される皆様の安全確

保と安定的運営に繋ぐ。 

（３）専門校を含めた機関等へのＰＲ活動の強化・外国人材を含めた多様な雇用機会の創出・

シニアの活用など幅広い視点での人材発掘・確保を行うとともに、ＯＪＴに加えＩＣＴ



 

（Ｅラーニング等）の活用による専門的な研修受講を推進し人材の専門性を高める。 

（４）介護の効率化を目指し、新たなおむつや介護機器の情報を入手し、積極的に試行を行う

ことで基本業務のスリム化を目指す。 

（５）既存の関係機関や地域住民等との連携から、在宅生活におけるリアルニーズを把握し、

持ちうる機能を有効に還元する方法を検討する。 

（６）昨今危惧される感染症対策・災害対策については、普及啓発を積極的に行うとともに保

有するスキルを地域社会へ還元する。 

（７）ＩＣＴ・ＩｏＴの積極的な活用により、テクノロジーの活用を推進し、業務のスリム化 

・効率化に繋ぐための方策を継続的に検討・推進する。 

（８）社会資源としての施設の役割を共有し、安定した稼働率を確保する。具体的には待機者

の状況把握を行うとともに、県内外問わず入園待機者が解消しない地域等へのアプローチ

についても検討を開始する。 

（９）昨今の社会情勢の影響による物価高騰への対策強化を図る観点で、利用希望者のニーズ

に即応するとともに、適正な受け入れ体制を確保することを昨年度以上に意識し、安定的

な稼働状況を生み出すことで経営基盤を安定化させる。 

 

３ 各拠点区分の本年度重点課題および数値目標 

（１）高風園 

重点課題 

・災害対策と感染症対策を重点に取り組み、利用される皆様の安全と健康を確保すること

で、安定的な園運営を図る。 

・近隣病院との連携を強化し、需要の開拓を行うとともに、県内外の待機が解消しない地域

へのアプローチも検討し、特養・短期入所の稼働率及び待機者の安定した確保を図る。 

・デイサービスの稼働率確保のため、利用者ニーズに対応したサービスを検討し、要支援者

の獲得に取り組む。 

 

数値目標 

実施事業 定員 目標値 備考 

特養（従来） 80床 98.5％ 年間平均稼働率 

短期入所 8床 78.0％   〃 

地域密着型通所介護 18人 12人 １日平均利用者数（※注１） 

居宅介護 72件 68件 月平均 

地域包括支援 － 360件 実態把握のための訪問件数 

 

（２）そめやの里 

重点課題 

・近隣の医療機関や介護保険事業所、地元関係者等との連携を図り、地域の中で頼りにされ

る施設づくりに取り組んでいく。 

・より安定した経営のために、全職員一丸となって稼働率の目標を達成する。 

・利用者の個々のニーズに合わせた、質の高いサービスの提供に努めていく。 

 

数値目標 

実施事業 定員 目標値 備考 

特養（従来） 34床 98.5％ 年間平均稼働率 

地域密着型ﾕﾆｯﾄ型特養

（個室） 

20床 98.5％    〃 

短期入所 6床 80.0％    〃 

地域密着型通所介護 10人 7人 １日平均利用者数（※注 1） 

居宅介護 117件 105件 月平均 

 

 



 

（３）明風園 

重点課題 

・地域の医療機関との連携を図り稼働率を上げて、安定的な収益の確保と財政基盤の強化に

より、円滑な施設運営を図る 

・老朽化に伴う様々な修繕が必要となることから、計画的に改修及び修繕を進め、サービス

と利便性の向上を図っていく。 

 

数値目標 

実施事業 定員 目標値 備考 

特養（従来） 80床 98.0％ 年間平均稼働率 

短期入所 10床 65.0％   〃 

地域密着型通所介護 18人 14人 １日平均利用者数（※注 1） 

居宅介護 117件 105件 月平均 

 

（４）菱風園 

重点課題 

・ＩＣＴ・ＩｏＴの活用推進を図り、成果を法人内で共有する。 

・各事業所が把握した地域ニーズに基づいて各サービスの内容を見直すことで、より希望に

沿ったサービス提供に繋ぐ。 

 

数値目標 

実施事業 定員 目標値 備考 

特養（従来） 120床 98.5％ 年間平均稼働率（1日平均 118名を目標） 

短期入所 8床 87.5％   〃    （1日平均 7名を目標） 

地域密着型通所介護 15人 12人 １日平均利用者数（※注 1） 

訪問介護 － 400回 月平均利用回数（※注 1） 

居宅介護 185件 150件 月平均 

相談支援（障害福祉） － 60件 

200件 

年間計画 

年間モニタリング数 

地域包括支援 － 200件 月平均相談件数 

※注１：「数値目標」における通所介護ならびに訪問介護の定員・目標値は、介護予防相当 

サービスの利用者を含む。また「そめやの里」は基準該当障害福祉サービスも含む。 


